
研究概要
---------研究の流れ ---------

加齢モデルおよび疾患モデル動物における筋肉
量減少時の細胞機能性の評価 （2018-19年度）

骨格筋におけるアミノ酸取り込み評価可能
なPETプローブの確立 （2018-19年度）

糖およびアミノ酸取り込みプローブを用いた疾患モデル
における骨格筋機能評価系の確立 （2019年度）

筋機能低下状態（プレサルコペニア状態）における栄養
および運動介入の効果の検討 （2019年度）

2017

徳島大・
神戸大・
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理研・土居
グループ

理研・崔
グループ

2018 2019

骨格筋遺伝子変動解析
骨格筋メタボローム解析

臨床データと動物データの
関連性に対する統計解析

[11C-]標識ロイシンPETプローブ開発

骨格筋内アミノ酸、糖の経時的取り込み評価
アミノ酸取り込みと糖取り込みからの機能性評価公式の算出

プローブの骨格筋での
評価系の確立

[11C-]標識ロイシンPETプローブ供給

運動負荷効果のPET-CTによる評価
食事介入のPET-CTによる評価

---------想定する成果 ---------

FDGプローブ

[11C-]標識ロイシンPETプローブ
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取り込み

・サルコペニアの早期診断法の基礎技術の獲得

・効率的なサルコペニア治療薬開発の支援

２つのプローブを駆使したPET-CTによる筋機能評価システムの確立

脆弱な高齢者

ロイシン取り込み↑
糖取り込み↓

基礎から臨床応用へ
画期的な画像診断法

健康寿命の延伸と高齢者や筋肉減少を有する疾病者のQOLの改善への寄与を目指して

---------研究体制 ---------


